
国交省

道
路
で
従
来
工
法
と
耐
久
性
比
較

国
土
交
通
省
は
、
建
設
機

械
を
高
精
度
に
制
御
し
な
が

ら
工
事
を
行
う
情
報
化
施
工

の
効
果
を
定
量
的
に
評
価
す

る
取
り
組
み
を
始
め
る
。
道

路
工
事
を
対
象
に
、
路
体
、

路
床
、
路
盤
、
舗
装
と
下
層

部
か
ら
順
に
実
施
す
る
一
連

の
工
事
に
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ

ー
ル

(
M
C
)
を
適
用
。
ぱ

ら
つ
き
が
な
く
、
均
一
な
出

来
形
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
、
道
路
の
耐
久
性

確
保
に
ど
の
程
度
の
効
果
が

あ
る
の
か
を
確
認
す
る
。
構

造
物
の
品
質
向
上
に
対
す
る

情
報
化
施
工
の
効
果
を
立
証

す
る
こ
と
は
、
導
入
拡
大
へ

の
大
き
な
動
機
付
け
に
な
り

そ
う
だ
。

同
省
が
本
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
た
第
2
期
情
報
化
施
工

推
進
戦
略
(
日
i
口
年
度
)

に
基
づ
く
取
り
組
み
と
し
て

実
施
す
る
。
道
路
整
備
で
は
、

路
体
と
路
床
を
総
合
建
設
会

社
、
路
盤
と
舗
装
を
道
路
舗

装
会
社
が
請
け
負
う
こ
と
が

一
般
的
。
定
量
的
な
評
価
の

確
立
は
、
一
連
の
事
業
で
M

C
の
デ
l
タ
の
活
用
が
効
果

的
な
こ
と
を
裏
付
け
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
。

日
年
度
は
、

M
C施
工
に

よ
る
均
一
施
工
と
工
事
目
的

物
の
寿
命
へ
の
影
響
を
実
験

室
レ
ベ
ル
の
基
礎
試
験
で
確

認
中
。
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
、

日
年
度
以
降
、
直
轄
現
場
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
試
験
施

工
を
行
↓
つ
考
え
だ
。

試
験
施
工
で
は
、
一
つ
の

現
場
内
で
M
C
で
施
工
す
る

工
区
と
従
来
型
の
機
械
施
工

の
工
区
を
つ
く
り
、
供
用
後

の
ひ
び
割
れ
、
わ
だ
ち
な
ど

の
発
生
状
況
な
ど
か
ら
、
耐

久
性
の
差
異
を
確
認
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

同
省
は
お
日
に
開
い
た
情

報
化
施
工
推
進
会
議
(
建
山

和
由
委
員
長
)
に
、
推
進
戦
略

に
基
づ
く
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
報
告
し
た
。
凶
年
度
の

上
期
に
情
報
化
施
工
技
術
を

活
用
し
た
直
轄
工
事
が
6
1

8
件
(
ロ
年
度
は
1
年
間
で

6
8
6
件
)
と
前
年
度
を
上

回
る
ぺ
!
ス
で
推
移
し
て
い

る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
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